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コメント 

 本研究は、これまで、電圧標準と抵抗標準から間接的に定義
されてきた電流の単位（アンペア）を、直接定義する電流標準
計測技術の確⽴を⽬的とするものである。単電⼦を超⾼速に転
送・検出する技術、単電⼦転送精度の絶対評価技術、⾼精度電
流逓倍技術及び微少電流検出技術を開発・統合することによっ
て、未踏の精度を持つ量⼦計測三⾓形を完成させることを課題
としている。 

本研究は、世界的にも⾼く評価されている応募者らのシリコ
ン単電⼦転送素⼦に関する研究実績に裏付けられたものであ
り、国際単位系の改訂に向けた世界的な取組を凌駕・先導する
技術を創⽣し、世界の科学技術基盤の確⽴に⽇本が貢献する成
果に発展するものと期待できる。  
 

   


